


















　このような苦心のすえに，はばが90cm～
180cm，長さがおよそ10.3kmの用水路の道すじ
を決めました。
　そして，その長さの間に，短いものをふくめる
と40以上ものトンネルをほりぬくということも
決めました。
　トンネルほりも，たいへんな苦労でした。じしゃ
くで方向を，水準器でかたむきを調べながらほっ
ていきましたが，ほりまちがえてしまったときも
ありました。
　トンネルの中はまっくらなので，がんどうやカ
ンテラなどをあかりにしました。トンネルをほる
道具は，石のみとつち（ハンマー）だけです。石
のみを岩にあて，つちでたたきくだいていきまし
た。くだいた岩は，もっこで外に運び出すのです。
かたい岩ばかりの烏帽子岩トンネルは，ほるのに
１年以上もかかりました。
　カンテラなどの油として，およそ70ℓ入りの
たるを13たる(ドラムかんで約５本分)も使った
といわれています。
　また，土がやわらかいところの水路づくりは，
水がもれたり土手がくずれたりするので，土台を
石がきで固めました。そして，その上に箱せぎを
つなぎ合わせて，水を通しました。
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　ところが，今からおよそ
100年前におきた大地しん
によって，用水路は，すっ
かりこわれてしまいまし
た。
　しかし，用水路ぞいの村
の人たちは，県の助けをか
りて，用水路をしゅう理し
たり，つくりかえたりして，
水をとり入れられるように
しました。このため，つく
りなおす前のようすとち
がっているところが見られ
ます。その１つが，用水の
取り入れ口です。



　ところが，今からおよそ
100年前におきた大地しん
によって，用水路は，すっ
かりこわれてしまいまし
た。
　しかし，用水路ぞいの村
の人たちは，県の助けをか
りて，用水路をしゅう理し
たり，つくりかえたりして，
水をとり入れられるように
しました。このため，つく
りなおす前のようすとち
がっているところが見られ
ます。その１つが，用水の
取り入れ口です。


